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Abstract: The stone pagodas (houkyouinto and gorinto) are made of hard stone; therefor, they 
mostly keep their original shape even after a long time. In addition, most of them remain in their 
original positions because of their weight. For this reason, if a part of stone pagoda remains in areas 
where there are few historical documents or is not at all, various things can be unraveled from it. This 
paper measured and analyzed the stone pagodas remaining in the temple “Risouin” in Koda-cho, 
Akitakada City, located in the northern part of Hiroshima Prefecture. In addition, the history of Shishido 
family, the lord of the land, will be elucidated, and the characteristics and distribution of stone towers 
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A①群 A②群 A③群 B①群 B②群 計
五 花 空風輪 9 2 5 2 18
五 花 火輪 11 2 3 8 2 26
五 花 水輪 13 2 4 8 2 29
五 花 地輪 7 4 5 2 18
五 石 空風輪 1 1
五 石 水輪 2 2
宝 花 相輪 1 2 1 4
宝 花 笠 1 2 3
宝 花 塔身 1 1 2
宝 花 基礎 3 2 5
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面幅 26.5 cmと小型の基礎となるが，全高 /幅は 0.72，

















































上部形態 全高 側面高 幅 輪郭上幅 輪郭下幅 輪郭横幅 格狭間 花頭形① 花頭形②
HB01 反花式 23.7 16.8 35.0 2.1 欠損 4.9 三面 6.11 11.42
HB02 反花式 22.0 15.6 30.0 2.3 3.0 4.6 三面 4.73  9.40
HB03 反花式 20.0 13.5 27.2 2.0 2.7 3.7 三面 計測不可 計測不可
HB04 反花式 19.0 13.5 26.5 1.7 1.6 3.0 三面 7.3 3.7
HB05 反花式 18.0 12.5 22.2 2.0 2.0 2.8 一面 判別不可 判別不可













は，14世紀後半か中頃に造塔された HB01（幅 35.0 
cm）を初めとして，HB02（幅 30.0 cm）→ HB04（幅




のうち笠 HK01は，上 6段下 2段からなる定型式で，











高 /側面幅 0.79，側面高 /全高 0.53よりも高さはある
が，同市米山寺の慶長 3（1598）年銘の基礎の全高 / 
































高 /幅の比率は 0.76，側面高 /幅の比率は 0.50とな
り，県南部の南北朝期の基礎とくらべると反花座の高
さがわずかに増している。また，側面の上の輪郭幅が




































ると（表 3），最大は 29.5 cm（GK02），最小は 18.7 cm
（GK12），平均は 24.0 cmとなる。その内訳は，18.6 cm
から 0.6 cm単位で整理すると 18.6～ 19.2 cm 1個，
21.4 cm～ 22.0 cm 4個，22.1～ 22.7 cm 3個，22.8～
23.4 cm 1 個，23.5 ～ 24.1 cm 4 個，24.2 ～ 24.8 cm 
6個，24.9～ 25.5 cm 2個，25.6～ 26.2 cm 2個，26.3
～ 26.9 cm 1個，27.0～ 27.6 cm 1個となり，22 cm前
後のものと 24 cm台のものに大きく 2つに分かれる。
県南部の調査では，南北朝期の火輪は 28 cmを越える
ものが多く，それ以後は小型化が進み，大きく 22 cm
前後，24 cm前後，26 cm前後に分布するが注 10)，理窓
院の五輪塔も同じような傾向を見せる。その形から見
て南北朝期に溯る五輪塔は存在しないが，B①群の右















い。笠の軒幅は 33.0 cm，最下端幅は 20.0 cmとなる。
ばらけているので，本来の組み合わせはわからないが，
基礎 HB1の横幅が 35.0 cm，上端が 21 cmあり，基礎
HB2の横幅が 30.0 cm，上端が 18 cmであることから
すれば，基礎 HB01と組む可能性が高い。
笠 HK01の横にある塔身 HT01は，四面に大きく金
剛界四仏を陰刻し，高さ 18.7 cm，横幅 19.0 cmとなる
ことから，HB01・HK01と組になる塔身かもしれない。
また，近くにある相輪（伏鉢・下部請花と八輪目まで








段は内側に食い込む。軒幅は 27.0 cm，全高は 25.0 cm
あり，比率 0.93となって高さが増し，軒厚（4.5 cm）/ 
軒幅は 0.17となって軒も厚い。先述した三原市久井町
の天正 6年銘（1578）の宝篋印塔の笠の比率は 0.88，



















































































































































































































































































































は，高さ 26.0 cm，幅 20.5 cmとなり，H01より高さは
あるが幅は若干狭い。四面にバンなどの金剛界四仏を
陰刻する点は H01と同じである。笠は，軒幅上端








3.0 cmから 2.5 cmほど増しているため，全体の塔の高
さも相輪部が残っていれば 12 cmほど高かったと推察
される。H02は紀年銘がないため造塔の年代はわから
印塔 H01は，繰形の基壇を備え，基礎は全高 26.0 cm，






線刻し，塔身は，高さ 23.0 cm，幅 21.5 cmとなり，種
子を陰刻する。笠は，軒幅上端29.3 cm，下端幅28.0 cm，
全高 29.0 cm（各部合計値）で，上部は 6段に造るが，






















































































































































































































































































注 13） 『宍戸記』（元禄 16年成立）呼坂出版所（1934）
注 14） 吉野健志「室町期安芸宍戸氏の動向」（安芸高田市
歴史民俗博物館『安芸宍戸氏』2018に収録）
注 15） 文明 2年 6月 3日付け，毛利豊元宛，室町幕府奉行
人奉書（『毛利家文書』134）











注 19） （明応 7年）4月 7日付け，天野元連宛，大内義興
書状（『萩藩閥閲録』第二巻・巻 73-17）









































注 27） 11月 26日付け，宍戸隆家宛，黒田孝高書状（『萩




報告 4『史跡吉川氏城館跡 万徳院跡―第 3次次発掘
調査概要―』広島県教育委員会，1993），この宝篋
印塔は広島県廿日市市の洞雲寺にある毛利元清夫
妻の墓とされる宝篋印塔に技法が類似し，1600年
前後の造塔と推察される。このように 16世紀後半
以降になれば当該地域でも石塔が造塔されはじめ
るが，万徳院の調査報告書も記すように，「千代田
町や近隣の大朝町・豊平町においては…（略）…概
ね外周を石列で囲い内部に小礫を詰めたり敷いた
りしたものが多く，小型の五輪塔や宝篋印塔を建て
ていたと推察されるものがわずかに見られるほか
は，石塔類が認められないものが多い」というのが
実状である。
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